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H篭V（エサ諾）  
短絡疇匿名検査実施  

日奉のHIV感染者 1日3人   

白書て肌用∨■鎗●・エイズ■■由け【H■笥d   

伊書孤■■に■リ■T．■追のおtの1蓼に■リ 

IHVに■鎗しても■Ⅶに麹■甘ることによって 

エイズ脚ガニリー151クエリーもこ上触■   

早期M寸もた伽こ．HIV儀■鵬■てす 

隅隠日時：2008年11月28日（火）  
＜間す＞14■（X卜19：：ヨ〕  

開催1析：5日18UYA－BOXX  
頓書t：03－5790－7011  
（仕残一幅推嶺E糊2－ト朝  

特設会場でのHlV検査   

101名が受検  
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世界エイズデー  
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ACC（帥紬センケーエイズ班・研究開靴ンタ‾）  
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講演の構成   

（1）日本のHIV流行の国際的文脈  

（2）日本社会の社会的脆弱性  

（3）新エイズ予防指針  

（4）ガイドラインのポイント  

（5）モニタノング研究班のスコープ  

（6）モニタノングの例   

笥三回重点都道府嘱等エイズ対策担当課最速絡協議会  
平成19年4月ユユ日  

研究の視点からのモニタリングについて  

京都大学大学院医学研究科社会疫学分野教授  

木原正博  

国連合同エイズ計画共同センター最高顧問   
rHIV感染症の動向と政策のモニタリングに関する研究」班主任研究者  
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啓発普及から見た新エイズ予防指針のポイント  

●行動変容   

行動段階、行動変容を起こしやすい環境醸成  

●対象者への配慮   

対象者の実情、分かりやすく効果的な媒体  

●施策フログラム   

目標設定（自治体）   

実施状況の評価（自治体）   

実施状況のモニタノングと抜放的助言（国）  

幽 ，。  

ⅡⅣ警彗甥据策の  
A自治体のエイズ  
漁法と効果のモニタ  
リングに関する可l究  

膚 

、†  J   

施策形成・世菖形成への責献  
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エイズデータフツクの発刊（案）  
自治休住民の啓発レベルモニタリングの調査項目  

A．エイズや性感染症の流行状況について  
内容凄   

1わが国の川∨感染とそれをめぐる状況の徹蒙  
2 日本と海外のHl＞〃＝DSの動向   
川日本の状況（エイズ衆生動向／全区と都道府県別）  
（コ）世界的扶況  

（3〉主な先進国における状況  
l」1）周辺諸国の状況（中臥魯魚u乳香港、タイ）  
3 性に関するその他の1b向   
川性感染症の動向（全臥疾患・性ヰ齢別）  
【2）人工妊娠中絶季一出産の動向  
【3）コンドム出荷暮の動向  
4HV流行lこ脚逢する社会的動向  
（1】風俗産集の動向   
聞染物に閲する状況  
13）出入匹の動向（入国幸、不法滞在者、出国者、篇外長斯滞在舌）  
5 エイズ・性感染症聞達の報道件数の加向  
6 エイズ00連行孜施策の動向   
川自治体別川∨検査体制の現状  
12鼎道府れ別HⅣ桟査数と相談件数の動向  
（3】都道府県別啓発事業の動向  
7 匡I民におけるエイズ・性悪染症に関する知雛一意汁等の現状   
川成人の知識一意誰筈の都道府県別状況（全国世帯調査）  
（2）若者の知識・意注等の創遭府≠別扶況  

8 文甑び出典  
～  

二l．イヌデータフック2007  

①最近、中国では、エイズウイルスに感染する人が増えている。  
②最近、台湾では、大きなエイズ流行が起きた。  
③最近、日本では、エイズウイルスに感染する人が増えている。  
④最近、日本では、10代からコ0代前半の女性で、妊娠中絶する人   
が10年前より大きく増えた。  
⑤最近、あなたのお停まいの都道府県では、エイズウイルスに感   
染する人が増えている。  
⑥最近、あなたのお仲まいの都道府県では、10代からつ0代前半   
の女性で、妊娠中絶する人が10年前より大きく増えた。  

仕様  
1日本E葛版、美玉看板  

2 カラー  

3 グラフ中心  

4 50ページ以内  

5 グラフはPPT化し、CD－ROM泣付  

a∴皇匡の保健行政部局、保健所薯に配布  

自治体住民の啓発レベルモニタノングの調査項目  

C．エイズや性感染症の感染について  

自治体住民の啓発レベルモニタノングの調査項目  

B．エイズの治療や検査について  

①エイズウイルスに感染した人が使った食器を使うと自分も感染する  ①治療が進歩したので、早く治療を受ければ、エイズウイルスに感染しても・普   
通に近い生活ができるようになった‘  
②エイズウイルスの中には、一部の薬がきかないものが出てきているn  
③エイズ検査では、感染してから数日たてば、感染しているかどうかがわかる。  
④保健所（保健センター）では、名前を言わすに無料でエイズ検査ができる・、  
⑤自分の住んでいる都道府県には、夜間もしくは休日にエイズ検査を受けられ   
る公m検査所がある。  
⑥自分の住んでいる地域以外の保健所でもエイズ検査を受けることができる。  
令病院や医院では、自責であれば、実名でなくてもエイズ検査を受けることがで   
きるり  
⑧エイズ検査でエイズにかかっていることがわかった場合、名前や住所が国に   
報告されることになっている。  

可能性がある。  
エイズウイルスに感染しても、10年近くは自覚症状がない。  

エイズウイルスに感染しやすさは、男性と女性で同じである。  
クラミジアという性感染症（性病）にかかると、自覚症状が出ること  

②
③
④
 
⑤
⑥
⑦
 
⑧
⑨
 
 

が多い。  
性感染症（性病）は、ロから性器に感染することがある。  
性感染症（性病）は、性器から口に感染することがある。  
性感染症（性病）にかかっていると、エイズウイルスに何倍もかか  
りやすくなる。  
性感染症（性病）を治療しないと、妊娠できなくなることがある。  
性感染症（性病）にかかっていると子宮ガンにかかりやすくなる。   

自治体住民の啓発レベルモニタリングの例（1）   
（全国パソコンモニター調査、ヱ007年3月、三部00人）  

保健所（保健センター）で  

は、名前を言わずに無料  
でエイズ検査ができる  

自分の住んでいる地域以  
外の保健所でもエイズ検  
査を受けることができる  

自分の住んでいる都道府  
県には、夜間もしくは休日  
にエイズ検査を受けられる  
公的な検査所がある  

0  20     40     t；0  
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